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は
じ
め
に

　
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
が
本
格
化
し
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
も
こ
の
地
域
は
、
植
民
地
宗
主
国
に
よ
る
王
朝

史
研
究
や
植
民
史
研
究
、
さ
ら
に
東
洋
史
学
の
東
西
交
渉
史
研
究
の

対
象
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
東
南
ア
ジ
ア
を
主
語
に
据
え
た
研
究
は

少
な
か
っ
た
。
近
現
代
の
東
南
ア
ジ
ア
は
、欧
米
の
植
民
地
支
配（
タ

イ
を
除
く
）、
日
本
軍
に
よ
る
占
領
、
独
立
国
家
の
形
成
、
国
民
統

合
の
行
き
詰
ま
り
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
多
様
な
変
化
を
体
験
し

た
。
歴
史
研
究
も
こ
う
し
た
動
向
と
無
関
係
で
な
か
っ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
が
本
格
化
し
た
時
期
、
ベ
ト
ナ
ム
が
世
界
の

注
目
を
引
い
た
。
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
率
い
る
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国

の
独
立
に
異
を
唱
え
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
に

突
入
し
た
。
一
九
五
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
よ
り
北
緯
17
度
を

境
に
南
北
ベ
ト
ナ
ム
が
分
立
し
、
一
九
五
六
年
に
統
一
の
た
め
の
全

国
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
選
挙
は
実
現

せ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
代
わ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援

し
、
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
を
相
手
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
始
め
た
。

一
九
七
五
年
に
サ
イ
ゴ
ン
が
陥
落
し
、
南
北
が
統
一
さ
れ
る
ま
で
戦

争
は
続
い
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響

を
与
え
た
。
本
格
化
し
た
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
は
、
植
民
地
史
観
を

排
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
主
体
性
を
重
視
し
た
研
究
を
目
指
し
た
。
地

域
の
構
造
的
特
質
の
解
明
を
目
指
す
、
地
域
研
究
の
方
法
論
が
そ
れ

に
寄
与
し
た
。
旧
植
民
地
宗
主
国
に
代
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
東
南
ア

ジ
ア
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
。
ま
た
日
本
で
も
、
一
九
六
五
年
に
京
都

公
開
講
演
会

東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
を
振
り
返
る

　
　
―
地
域
研
究
と
交
流
史
研
究
―

弘
　
末
　
雅
　
士
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大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
翌
六
六
年
に
東
南

ア
ジ
ア
史
学
会
が
誕
生
し
た
。
筆
者
が
東
南
ア
ジ
ア
に
関
心
を
持
っ

た
の
も
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
代
で
あ
っ
た
。
当
時
反
植
民
地
主
義

運
動
が
注
目
を
浴
び
、
一
九
七
〇
年
代
に
研
究
を
志
し
、
八
〇
年

代
に
博
士
論
文
を
提
出
す
る
ま
で
、
植
民
地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

内
陸
農
村
に
お
け
る
そ
う
し
た
運
動
を
研
究
対
象
と
し
た
（
弘
末 

一
九
八
一
、一
九
八
八
）。

地
域
研
究
と
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
文
化

　
ベ
ト
ナ
ム
以
外
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
、
高
い
関
心
が
払
わ
れ

た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
国
家
領
域
は
、
多
く
が
植
民
地
国
家
の
枠
組
み

に
基
づ
い
て
お
り
、
多
様
な
民
族
や
社
会
集
団
を
抱
え
た
。
国
民
統

合
の
道
の
り
は
、決
し
て
平
坦
で
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
主
権
委
譲
後
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
樹
立
を
唱
え

る
運
動
や
地
域
反
乱
が
起
こ
り
、
政
情
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
ス
カ
ル
ノ
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
よ
り
西
欧
民
主
主
義
を

否
定
し
、「
指
導
さ
れ
た
民
主
主
義
」
を
標
榜
し
、
民
族
主
義
、
イ

ス
ラ
ー
ム
、
共
産
党
の
勢
力
を
結
集
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
六
五
年
の
九
・
三
〇
事
件
に
よ
り
反
共
を
掲
げ
た
ス
ハ
ル
ト
政

権
が
成
立
し
、
国
軍
の
力
を
背
景
に
、
経
済
開
発
を
掲
げ
て
強
権
的

な
独
裁
政
治
を
展
開
し
た
。

　
同
様
な
事
例
は
、
タ
イ
で
も
展
開
し
た
。
一
九
五
七
年
に
ピ
ブ
ー

ン
政
権
を
ク
ー
デ
タ
ー
で
打
倒
し
た
軍
人
の
サ
リ
ッ
ト
が
、「
タ
イ

的
原
理
の
政
治
」
を
掲
げ
、
経
済
開
発
を
標
榜
し
独
裁
政
権
を
樹
立

し
た
。
ま
た
ビ
ル
マ
で
も
、
一
九
六
二
年
に
国
軍
の
ネ
ィ
・
ウ
ィ

ン
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、「
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
」
を
標
榜
し
、

議
会
制
民
主
主
義
が
ビ
ル
マ
を
混
乱
さ
せ
た
と
し
て
、
議
会
を
解
散

さ
せ
、
強
権
的
政
権
を
樹
立
し
た
。

　
こ
う
し
た
西
欧
型
民
主
主
義
を
否
定
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
理
念
を
、

当
該
の
政
治
文
化
を
と
お
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
進
展
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ス
カ
ル
ノ
は
ジ
ャ
ワ
の
政
治
文
化
で
重
視
さ

れ
て
き
た
人
民
の
英
知
を
自
ら
感
得
で
き
る
こ
と
を
唱
え
、
人
民
に

導
か
れ
た
「
民
主
主
義
」
を
標
榜
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
土

屋 

一
九
八
二
）。
ま
た
タ
イ
に
お
け
る
一
九
三
二
年
の
立
憲
ク
ー
デ

タ
ー
か
ら
サ
リ
ッ
ト
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
い
た
る
ま
で
、
数
回
の
ク
ー

デ
タ
ー
が
生
じ
た
政
治
過
程
は
、
タ
イ
政
治
を
つ
ら
ぬ
く
権
力
法
則

に
も
と
づ
く
権
力
授
受
現
象
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
社
会
的
循
環
は

き
わ
め
て
流
動
性
に
富
む
が
、
治
者
と
被
治
者
と
の
関
係
は
タ
イ
的

政
治
文
化
原
理
に
よ
り
、
極
め
て
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

（
矢
野 

一
九
六
八
）。
ま
た
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
は
、
従
来
の
社
会

主
義
と
異
な
り
、
物
質
よ
り
も
精
神
を
重
視
し
、
共
産
主
義
の
前
段

階
で
な
く
最
終
段
階
の
理
想
的
体
制
で
あ
り
、
ビ
ル
マ
の
宗
教
や
文

化
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
（
田
村 

一
九
八
七
）。
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東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
を
振
り
返
る
（
弘
末
）

　
こ
う
し
た
政
治
文
化
の
研
究
は
、
そ
れ
ら
を
生
ん
だ
民
族
主
義
運

動
や
前
近
代
の
東
南
ア
ジ
ア
国
家
の
検
討
に
も
反
映
し
た
。
民
族
主

義
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
国
民
国
家
樹
立
を
大
衆
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
、民
族
意
識
と
在
来
の
価
値
観
を
い
か
に
接
合
さ
せ
た
か
は
、

重
要
な
研
究
対
象
と
な
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
族
意
識
の
形
成
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
民
衆
の
間
で
広
ま
っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
受
難
詩
が
重
要

な
役
割
を
担
っ
た
こ
と( Ileto 1979)

や
、
諸
勢
力
の
結
集
を
重
ん

じ
る
ジ
ャ
ワ
人
の
伝
統
的
権
力
概
念
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義

運
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
政
治
理
念
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
（Anderson 

1972

）
の
研
究
な
ど
は
、
そ
の
代
表
で
あ
る
。

　
ま
た
前
近
代
の
東
南
ア
ジ
ア
は
、
周
辺
地
域
に
比
べ
る
と
人
口
過

少
地
域
で
あ
り
、
強
権
的
な
統
一
権
力
に
よ
る
支
配
が
実
現
さ
れ
に

く
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
諸
勢
力
を
ゆ
る
や
か
に
束
ね
る
統
合
が
目

指
さ
れ
た
（
坪
内 

一
九
八
六
）。
国
家
を
樹
立
す
る
た
め
に
、
権
力

者
は
軍
事
力
よ
り
も
カ
リ
ス
マ
的
権
威
を
も
と
に
、
影
響
力
を
行
使

し
た
。
こ
う
し
た
諸
勢
力
が
分
立
す
る
な
か
で
権
威
中
枢
を
形
成
す

る
国
家
を
、
マ
ン
ダ
ラ
国
家
と
呼
ぶ( W

olters 1982)

。
ま
た
支

配
者
は
、
人
々
を
引
き
つ
け
る
た
め
に
儀
礼
を
重
視
し
た
。
バ
リ
島

の
前
近
代
の
国
家
の
存
在
理
由
を
、
支
配
者
が
人
々
と
と
も
に
劇
を

上
演
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
「
劇
場
国
家
論
」（G

eertz 1980

）

や
、
マ
レ
ー
人
支
配
者
が
宮
廷
儀
礼
を
と
お
し
て
内
と
外
を
秩
序
づ

け
、
タ
イ
ト
ル
の
授
与
を
と
お
し
て
君
臣
関
係
を
形
成
す
る
と
し
た

王
国
論( M

ilner 1982) 

な
ど
が
、
登
場
し
た
。

交
流
史
研
究
か
ら
み
た
東
南
ア
ジ
ア

　
こ
う
し
た
地
域
の
構
造
的
特
質
を
解
明
し
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
史

研
究
に
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
そ
の
特
質
を
周
辺
地
域
と
の

交
流
を
と
お
し
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
台
頭
し
た
。
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
が
地
球
的
規
模
で
動
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
九
八
〇

年
代
以
降
著
し
く
進
行
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
八
〇
年
代

以
降
、民
主
化
運
動
や
金
融
危
機
に
よ
る
独
裁
政
治
体
制
の
崩
壊
が
、

東
南
ア
ジ
ア
で
起
こ
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
文
化
も
、
周
辺
世

界
と
の
関
係
の
な
か
で
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
国
境
を
越
え
た
交
流
史
が
、
注
目
さ
れ
出
し
た( Reid 1988, 

1993; K
athiritham

by-W
ells and Villiers 1990)

。
東
南
ア

ジ
ア
は
、
東
西
海
洋
交
通
路
の
要
衝
に
あ
り
、
古
く
か
ら
海
洋
交
易

活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
香
辛
料
や
森
林
生
産
物
を
求
め

て
多
数
の
商
人
が
来
航
し
た
近
世
期
、
東
南
ア
ジ
ア
の
産
品
を
輸
出

す
る
港
市
が
各
地
で
隆
盛
し
た
。
港
市
は
、
東
西
世
界
や
周
辺
港
市

の
商
人
が
逗
留
す
る
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
と
な
っ
た
。
港
市
支
配
者
は
、

外
来
商
人
と
商
品
を
搬
出
す
る
地
域
住
民
を
仲
介
す
る
こ
と
を
、
権

力
基
盤
と
し
た
。
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
の
産
品
を
効
率
よ
く
東
西
商
人

に
商
う
た
め
、
域
内
港
市
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
。
東
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南
ア
ジ
ア
海
域
世
界
に
共
通
の
商
業
慣
行
や
社
会
文
化
が
広
ま
っ

た
。
港
市
の
台
頭
に
よ
り
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
東
南
ア
ジ
ア
海

域
世
界
、
内
陸
後
背
地
社
会
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
筆
者
が
研
究
対
象
と
し
た
内
陸
農
村
は
、
そ
う
し
た
港
市
の
後
背

地
で
あ
っ
た
。
港
市
に
商
品
作
物
や
森
林
生
産
物
を
搬
出
す
る
な
か

で
、
そ
れ
を
支
え
る
農
業
空
間
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
山
や

水
、
祖
霊
に
対
す
る
信
仰
が
発
展
を
と
げ
た
。
そ
う
し
た
港
市
と
後

背
地
の
相
互
的
関
係
が
、植
民
地
体
制
下
で
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

反
植
民
地
主
義
運
動
が
生
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
内
陸
社
会
の
特
質

を
周
辺
港
市
と
の
関
係
を
と
お
し
て
検
討
す
る
こ
と
や
、
近
世
か
ら

近
代
に
い
た
る
長
期
的
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
考
え
る
必
要
性
を
喚
起

さ
せ
ら
れ
た
（
弘
末 

一
九
九
三
）。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
、
近
世
に
東
南
ア
ジ
ア
に
来
航
し
た
一
勢
力
で

あ
っ
た
。
と
も
す
れ
ば
、
彼
ら
を
一
九
世
紀
終
わ
り
の
植
民
地
支
配

者
と
同
様
に
捉
え
が
ち
で
あ
る
が
、一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
彼
ら
は
、

概
し
て
現
地
人
支
配
者
と
共
存
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
ス
エ
ズ
運
河

が
開
通
す
る
ま
で
、
来
航
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
多
く
は
単
身
赴
任

者
で
、
現
地
人
女
性
と
家
族
形
成
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。

彼
ら
の
生
活
は
、
現
地
人
妻
妾
や
彼
女
が
差
配
す
る
使
用
人
に
支
え

ら
れ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
成
員
の
多
く
は
、ク
レ
オ
ー

ル
や
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
（
欧
亜
混
血
者
）
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

と
比
較
的
長
く
交
流
し
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
東
イ
ン
ド
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
）
で
欧
亜
混
血
者
は
、
植
民
地
支
配
者
と
現
地
社
会
を
つ
な

ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
国
の
影
響
力
が

一
九
世
紀
後
半
に
強
く
及
び
だ
す
と
、
欧
亜
混
血
者
の
う
ち
か
ら
そ

れ
に
対
抗
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
東
イ
ン
ド
を
祖
国
と
み
な
す
活

動
が
生
起
し
て
く
る
の
で
あ
る
（
池
端 

一
九
八
七; Bosm

a and 
Raben 2008

）。

　
歴
史
研
究
者
は
、
時
代
の
な
か
で
研
究
の
足
場
を
形
成
す
る
。
し

か
し
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
に
遭
遇
す
る
。

東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
に
お
け
る
地
域
研
究
か
ら
交
流
史
へ
の
変
化

も
、少
な
か
ら
ぬ
研
究
者
に
そ
の
立
脚
点
を
再
考
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。

研
究
者
に
と
っ
て
は
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
局
面
を
迎
え
る
が
、
そ
の
転

換
を
丁
寧
に
考
え
て
い
く
と
、
研
究
上
有
益
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
。
地

域
研
究
と
交
流
史
研
究
は
、
地
域
の
歴
史
的
展
開
を
検
討
す
る
上
で

と
も
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
交
流
史
研
究
も
地
域
の
特
質
を
解

明
し
て
き
た
地
域
研
究
の
蓄
積
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
地
域
間
の
交
流
の

あ
り
方
に
、説
得
的
な
議
論
を
提
示
し
う
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

そ
れ
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
単
な
る
概
観
的
交
渉
史
に
過
ぎ
な
く
な

る
。
地
域
像
の
主
体
化
と
相
対
化
は
、
と
も
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

課
題
だ
っ
た
と
い
え
る
。
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東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
を
振
り
返
る
（
弘
末
）

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
と
歴
史
研
究
者
―
結
び
に
代
え
て

　
交
流
史
研
究
と
地
域
研
究
を
丁
寧
に
突
き
合
わ
せ
て
い
く
と
、
地

域
研
究
が
目
指
し
て
き
た
地
域
の
特
質
と
、
交
流
史
研
究
か
ら
明
ら

か
に
な
る
広
域
秩
序
世
界
を
、
媒
介
的
に
捉
え
る
視
点
を
獲
得
で
き

る
。
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
つ
つ
、
外
部
へ
の
窓
口
と
な
る

こ
と
で
地
域
社
会
の
結
節
点
と
な
っ
た
港
市
は
、
地
域
社
会
と
広
域

秩
序
の
構
築
に
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
（
弘
末 

二
〇
〇
四
）。
ま

た
上
述
し
た
よ
う
に
外
来
者
は
、
多
く
が
単
身
赴
任
者
で
あ
っ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
に
は
、
外
来
者
に
対
し
て
現
地
人
妻
妾
を
斡
旋
す
る
慣

習
が
広
く
存
在
し
た
。
彼
女
ら
や
そ
の
子
孫
た
ち
は
、
外
来
者
と
現

地
社
会
を
仲
介
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お

い
て
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
が
、
一
九
世
紀
後
半
ま
で
比
較
的
安
定

的
に
維
持
で
き
た
の
も
、
こ
う
し
た
存
在
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
っ
た
（Taylor 1983

）。

　
こ
う
し
た
女
性
の
役
割
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
王
統
記
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。
近
世
の
代
表
的
王
統
記
で
あ
る
『
パ
サ
イ
王
国
物
語
』

や
マ
ラ
ッ
カ
王
国
の
『
ス
ジ
ャ
ラ
・
ム
ラ
ユ
』、
マ
タ
ラ
ム
王
家
と

オ
ラ
ン
ダ
人
の
関
係
を
語
る
『
バ
ロ
ン
・
サ
コ
ン
ダ
ル
の
書
』
は
、

王
国
の
滅
亡
や
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ワ
進
出
に
は
、
い
ず
れ
も
女
性
が

関
与
し
た
と
す
る
（
弘
末 

二
〇
一
七
）。
王
の
周
辺
に
い
る
女
性
達

は
、
外
来
者
と
の
重
要
な
交
流
役
で
あ
っ
た
。
支
配
者
が
そ
う
し
た

女
性
と
摩
擦
を
起
こ
し
、
君
臣
下
関
係
を
崩
壊
さ
せ
た
り
、
彼
女
ら

を
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
う
と
、王
国
が
滅
亡
す
る
こ
と
を
王
統
記
は
説
く
。

彼
女
ら
は
、
一
方
で
現
地
人
支
配
者
の
影
響
下
に
有
り
、
他
方
で
外

来
者
と
も
関
係
を
も
つ
が
、
ど
ち
ら
の
側
も
彼
女
を
一
元
的
な
影
響

下
に
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
彼
女
だ
け
が
関
与
で
き
る
、

内
と
外
を
関
係
づ
け
る
主
体
性
が
生
じ
る
。
王
統
記
は
、
王
が
臣
下

の
活
動
に
寛
容
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
。

　
民
族
主
義
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
、
欧
米
の
政
治
思
想
と
地

元
の
価
値
観
を
接
合
し
た
二
重
言
語
者
も
、
そ
う
し
た
内
と
外
の
仲

介
役
で
あ
っ
た
。
本
誌
冒
頭
の
「
史
苑
の
窓
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、

植
民
地
支
配
へ
の
対
抗
原
理
と
な
る
民
族
意
識
の
形
成
は
、
き
わ
め

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
空
間
で
な
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
東

南
ア
ジ
ア
研
究
は
、農
村
社
会
の
研
究
を
重
視
し
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
人
々
が
集
っ
た
都
市
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
言

う
ま
で
も
な
い
。

　
国
民
国
家
に
代
わ
る
枠
組
み
や
世
界
秩
序
が
模
索
さ
れ
始
め
て
い

る
今
日
、
内
と
外
を
媒
介
す
る
存
在
は
、
媒
体
の
役
割
も
含
め
、
重

要
な
検
討
課
題
と
な
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

多
く
が
、植
民
地
時
代
の
領
域
を
基
盤
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、い
っ

た
ん
民
族
意
識
が
形
成
さ
れ
る
と
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
社
会
空
間
は

後
退
し
、
多
く
の
地
域
で
外
来
系
住
民
と
の
間
で
確
執
が
生
じ
た
。

な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
、
上
述
し
た
人
々
の
役
割
や
都
市
の
社
会
統
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
一
号
）

合
の
観
点
か
ら
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
と
り
わ

け
外
来
者
と
家
族
形
成
し
た
現
地
人
女
性
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た

社
会
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
が
い
か
に
変
容
し
た
か
は
、
重

要
な
研
究
課
題
と
な
る
。
国
民
国
家
に
代
わ
る
新
た
な
枠
組
み
が
出

て
く
る
時
、
い
か
な
る
秩
序
が
志
向
さ
れ
る
の
か
、
そ
う
し
た
作
業

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
今
日
、
世
界
的
規
模
で
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
交
流
は
ま
す
ま
す
進
展
し

て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
重
要
性
が
提
起
さ
れ
る
一

方
で
、
地
域
の
立
脚
点
か
ら
世
界
を
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
議

論
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
民
国
家
の
枠
組
み
を
再
評
価
す
る
動
き

も
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
新
た
な
パ

ラ
ダ
イ
ム
が
台
頭
す
る
。
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
は
、
欧
米
だ
け

で
な
く
、東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
、

さ
ら
に
は
オ
セ
ア
ニ
ア
で
も
進
展
を
と
げ
て
い
る
。
人
と
同
様
、
地

域
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
に
特
性
が
で
て
く
る
。
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
遷

と
諸
地
域
で
進
展
す
る
研
究
を
丁
寧
に
検
討
す
る
時
、
歴
史
研
究
を

現
代
に
活
か
し
て
い
く
た
め
の
、
貴
重
な
視
座
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
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